あとがき by 林 徹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　と
　政治不信から経済の低迷，長い間の天候不順，なにかが
狂って，明るいニュースの少ない昨今である．まずは，政
治不信をなくすべく，政治改革がなされようとしている
が，国民には今一つ分かりづらく，不透明さが残されてい
る．改革・変革とはそんなものか．
　大学における教育では，一足先に大幅な変革がなされ，
大学の自主性が尊重され，教育内容が自由となり，各大学
の実情にそって，個性的な人物を育てようと試みられて
いる．
　本巻では，早稲田大学体育局長の伊藤順藏教授に巻頭
言をいただいた．大学体育は，人間教育の一翼を担うもの
として，心身ともに調和のとれた学生を育て，身体の運動
が　き
を実践し，もって生涯学習まで発展させ，quality　of　life
を高めようとされている．
　本学でも，教育のあり方がみなおされ，高い資質を持っ
た医師の育成が急務とされている．それには，体育の実践
も有用であると思う．体育会の存在の意味は大きい．
　本誌では，三輪哲郎前学長の最終講義録と原著7編，1
症例報告，臨床懇話会記録，院内研究会抄録などがおさめ
られ，充実したものとなっている．医学・生理学は，ヒト
の営みと生の質を高めるためにある．思考過程で哲学し
た，オリジナリティのある質の高い論文がより多く掲載
されることを期待したい．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（林　　徹　記）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　幹事会（要旨）
1．第132回医学会総会のシンポジウムのタイトルは「血
　栓症の基礎と臨床　一最近の話題一」に決定した．
2．編集状況の報告並びに編集について討議した．
3．新年度の評議員全員が各選出母体から選出されたこ
　とが報告された．尚この評議員の互選により幹事を
　選出し，学長が委員を委嘱し，平成5年12月1日か
（平成5年9月）
　ら交替する．
4．医学会主催で最終講義を集中講演することについて
　種々討議した．
5．日本学術会議第16期会員の推薦に当たる推薦人とし
　て学務長を届け出ることを決定した．
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